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彙

報

闘
す
る
歴
史
的
思
索
の
上
に
も
研
究
業
績
の
上
に

も
、
こ
と
に
現
代
中
國
史
の
理
解
の
面
で
は
内
地
の

研
究
者
で
は
到
底
及
び
も
っ
か
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

こ
と
は
、
世
の
研
究
者
の
斉
し
く
認
め
る
も
の
で
あ

っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
「
支
那
の

土
地
を
愛
し
。
支
那
の
人
を
愛
し
、
支
那
の
酒
を
愛

す
」
と
は
先
生
の
常
套
句
で
あ
っ
た
が
、
し
か
も
つ

い
に
そ
れ
に
淫
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
の
は
、
卓

見
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
先
生
の
生
涯
を
通
じ
て
い
わ

ゆ
る
「
支
那
通
」
臭
を
感
ぜ
し
め
る
も
の
が
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
上
海
生
活
の
後
半
は
、

上
海
事
慢
、
支
那
事
愛
、
大
東
亜
戦
争
と
、
兵
火
の

裡
に
経
過
し
、
東
亜
同
文
書
院
の
焼
失
、
大
村
へ
の

引
揚
げ
、
落
交
通
大
學
校
舎
へ
の
移
紳
、
新
図
書
館

戴
書
の
整
備
な
ど
、
め
ま
ぐ
る
し
い
愛
化
の
最
中
に

あ
っ
て
、
な
お
「
現
代
支
那
史
」
・
「
近
世
支
那
経
済

史
研
究
」
が
公
刊
さ
れ
た
こ
と
は
、
常
時
の
學
界
に

あ
っ
て
新
生
面
を
拓
い
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ

た
。
先
生
の
推
挽
に
よ
っ
て
私
は
十
七
年
春
、
助
手

と
し
て
東
亜
同
文
書
院
大
學
に
赴
任
し
、
翌
年
九
月

に
悳
召
、
敗
戦
に
よ
っ
て
二
十
年
八
月
十
八
日
に
上

海
に
復
貝
し
、
翌
二
十
一
年
三
月
内
地
引
揚
げ
ま
で

の
半
年
除
を
先
生
と
生
活
を
共
に
し
た
、
戦
勝
者
ら

し
く
意
気
揚
々
と
鄭
振
鐸
が
わ
れ
わ
れ
の
圖
書
を
接

収
に
き
た
こ
と
も
な
お
目
に
う
か
ぶ
。
昨
日
に
麦
る

敗
戮
後
の
き
び
し
い
集
中
偕
生
活
の
昭
和
二
十
一
年

の
正
月
も
健
験
し
た
二
几
旦
の
壇
書
始
め
に
先
生
と

武
田
泰
淳
と
私
の
三
人
で
、
史
記
の
滑
稽
列
傅
を
讃

み
、
淳
于
党
の
『
さ
れ
ば
「
酒
極
ま
れ
ば
乱
れ
、
楽

し
み
き
わ
ま
れ
ば
悲
し
」
と
言
い
、
人
間
萬
事
、
こ

の
よ
う
な
道
理
の
も
の
で
す
』

　

（
小
竹
文
夫
・
小
竹

武
夫
評
史
記
）
の
條
に
い
た
っ
て
、
期
せ
ず
し
て
貧

し
い
杯
を
翠
げ
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
は
私
一
生
の

追
懐
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
引
揚
げ
後
、
扁
井
師

範
・
金
深
大
學
・
東
京
文
理
科
大
學
４
　
経
て
東
京
教

育
大
學
教
授
に
専
任
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
十
八
年
四

月
で
あ
っ
た
。
滞
泥
三
十
年
の
豊
富
な
経
験
學
識
を

十
二
分
に
活
用
さ
れ
、
コ
万
史
刑
法
志
の
研
究
評
註
」

は
別
と
し
て
、
「
上
海
三
十
年
」
・
「
支
那
の
自
然
と

文
化
」
・
「
中
國
吐
會
」
・
「
中
國
の
思
想
問
題
」
・
「
現

代
申
國
革
命
史
」
・
「
中
國
の
人
民
公
吐
」
・
「
百
家
争

鳴
」
な
ど
数
多
く
の
啓
蒙
的
な
著
述
を
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
一
連
の
出
版
は
、
先
生
と
し
て
は
本
意
で

は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
時
代
の
要
求
に
こ
た
え
る

著
者
と
し
て
は
、
先
生
４
　
措
い
て
他
に
は
そ
の
人
を

求
め
が
た
か
ヴ
だ
し
ヽ
ま
た
お
そ
ら
く
ヽ
現
象
の
本

質
を
根
底
的
に
捉
え
る
努
力
も
な
く
、
研
究
と
政
治

運
動
と
を
は
き
ち
が
え
た
戦
後
の
中
國
史
研
究
の
Ｉ
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本
會
評
議
員
小
竹
文
夫
氏
を
悼
む

　

小
竹
文
夫
博
士
は
昨
年
七
月
以
来
肺
癌
の
た
め
加

療
中
で
あ
っ
た
が
、
同
十
月
十
六
日
午
前
五
時
半
つ

い
に
逝
か
れ
た
。
明
治
三
十
三
年
一
月
十
八
日
の
誕

生
で
あ
る
か
ら
ま
だ
六
十
二
歳
、
書
庫
も
新
築
し
、

こ
れ
か
ら
は
時
間
に
も
拘
束
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
と

今
年
一
月
の
停
年
退
職
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
た

の
に
、
故
岡
崎
文
夫
博
士
の
奮
蔵
書
を
主
と
す
る
漢

籍
も
教
育
大
學
の
研
究
室
に
っ
み
あ
げ
ら
れ
た
ま
ま

と
な
っ
た
。
先
生
は
大
正
八
年
九
月
上
海
の
東
亜
同

文
書
院
に
入
學
し
大
正
十
」
年
六
月
卒
業
、
翌
七
月

に
は
母
校
の
助
教
授
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
し
か
も
激
務

の
間
に
高
等
學
校
卒
業
嶮
定
試
験
に
合
格
さ
れ
、
大

正
十
四
年
四
月
に
は
雄
志
を
抱
い
て
京
大
文
學
部
支

那
史
學
科
に
入
學
し
矢
野
仁
一
、
羽
田
亨
教
授
ら
に

つ
い
て
東
洋
史
學
を
學
ば
れ
た
こ
と
は
、
刻
苦
精
勤

そ
の
も
の
の
先
生
の
平
生
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

京
大
卒
業
後
、
上
海
の
母
校
の
教
授
と
し
て
迎
え
ら

れ
、
爾
後
東
亜
同
文
書
院
大
學
が
大
東
亜
戦
争
敗
戦

後
の
占
領
軍
に
よ
る
解
散
指
令
を
受
け
る
ま
で
、
約

三
十
年
に
お
よ
ぶ
上
海
生
活
が
、
そ
の
近
代
中
國
に
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傾
向
に
對
し
て
、
止
か
に
止
ま
れ
ぬ
先
生
の
信
念
が

か
く
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
・
。
先
生
が
自
ら
の
停
年

後
に
期
待
さ
れ
た
も
の
は
寅
は
學
位
論
文
と
な
っ
た
。

　

「
清
代
赴
會
経
済
史
の
基
礎
研
究
」
を
さ
ら
に
深
め

て
。
曇
系
的
な
「
中
國
近
世
経
済
史
」
を
公
刊
す
る

に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
天
は
逢
に
除
日
を
か

さ
ず
。
そ
の
素
志
を
果
す
こ
と
な
く
し
て
逝
去
さ
れ

た
こ
と
は
學
界
の
た
め
に
も
痛
恨
の
き
わ
み
で
あ
る

と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
先
生
の
日
常
に
は
特
に
奇

行
逸
話
と
穏
す
べ
き
も
の
は
な
か
っ
た
。
先
生
が
か

つ
て
顧
炎
武
を
評
さ
れ
た
短
文
（
中
華
六
十
名
家
言

行
録
所
収
）
の
中
に
、
彼
の
生
涯
に
奇
行
逸
話
と
て

な
く
。
あ
り
と
す
れ
ば
潜
邱
・
暁
嵐
ら
を
し
て
讃
嘆

せ
し
め
た
驚
く
べ
き
學
殖
を
持
つ
た
と
い
う
自
鰹
の

外
に
な
い
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
「
此
の
奇
行
な
ら

ざ
る
刻
苦
研
鋼
が
先
生
の
最
も
大
な
る
奇
行
で
あ
り

我
等
の
最
も
銘
記
す
べ
き
逸
話
な
る
こ
と
を
痛
感
す

る
」
と
い
う
一
文
こ
そ
、
そ
の
ま
ま
賓
は
小
竹
先
生

自
身
の
刻
苦
研
鎖
の
生
平
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う

と
私
は
信
ず
る
。

　
　
　
　
　
　
　

（
牧
田

　

諦
亮
）

本

　

會

　

記

　

事

議
事
は
岩
見
評
議
員
が
司
會
し
、
松
本
評
議
員
を

　
　

桓
玄
－
慧
遠
の
趨
敬
問
題

　
　
　
　

島
田

　

虔
次

議
長
と
し
て
進
め
ら
れ
、
寺
田
委
員
よ
り
會
務
報

　
　

ア
フ
ガ
エ
ス
タ
ン
の
言
語
政
策
と
そ
の
賞
情

告
・
事
業
報
告
・
會
計
報
告
が
行
な
わ
に
れ
た
の
ち
、

　

｀

　

’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
藤

　
　

猛

こ
れ
を
承
認
し
、
宮
崎
會
長
の
挨
拶
が
あ
っ
て
會

　
　

エ
ジ
プ
ト
に
於
け
る
近
代
現
制
確
立
に
つ
い
て

　

を
終
了
し
た
。
な
お
本
年
は
會
則
に
よ
り
。
役
員

　

改
選
が
行
な
わ
れ
。
次
期
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。

評
議
員
會
ヽ
十
一
月
三
日
、
總
會
に
引
績
い
て
、
同

　

所
會
議
室
に
評
議
員
二
十
名
の
參
會
を
え
て
開
か

　

れ
た
。
ま
た
役
貝
選
草
終
了
後
、
新
評
議
員
會
を

　

開
催
し
、
會
長
・
副
會
長
が
選
出
さ
れ
た
。
な
お

　

新
役
員
の
氏
名
は
、
本
貌
の
表
紙
裏
面
に
掲
載
さ

　

れ
て
い
る
。

　
　

學

　

界

　

動

　

静

　
　

東
洋
史
談
話
會

大
會

　

十
一
月
三
日
（
土
）

　

於
京
大
人
文
科
學
研

　
　

究
所
講
堂

　

箔
氏
義
荘
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

近
藤

　

秀
樹

　

宋
初
河
北
路
産
盛
の
禁
権
さ
れ
な
か
っ
た
事
情

　
　

に
つ
い
て
の
一
考
察

　
　
　
　
　

河
原

　

由
郎

　

日
宋
貿
易
と
日
本
商
船
の
海
外
進
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森

　
　

克
巳

總
會

　

十
一
月
三
日
（
土
）
京
都
大
學
人
文
科
學
研

　
　

道
教
の
慮
報
説
の
展
開
に
闘
す
る
一
試
論

究
所
講
堂
に
お
い
て
。
第
七
回
總
會
を
開
い
た
。

秋
月

　

観
嘆

僅
腺
の
文
化

慕
容
燕
の
権
力
構
造

漢
代
の
詔
書
と
律
令
と
の
開
係

満
代
の
里
制
と
唐
代
の
坊
制

中
岡

　

三
盆

松
本

　

信
廣

谷
川

　

道
雄

大
庭

　
　

脩

宮
崎

　

市
定

　
　

史
學
研
究
會

大
會

　

十
一
月
二
日
（
金
）

　

於
京
大
楽
友
會
館

　

古
代
西
ア
ジ
ア
史
研
究
の
現
状
－
Ｔ
・
ヤ
＝
プ

　
　

セ
ソ
「
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
政
治
的
登
展
」

　
　

を
讃
ん
で
Ｉ

十
二
月
例
會

　

十
二
月
一
日
（
土
）

　
　

第
二
教
室

中
原
典
茂
九
郎

於
京
大
陳
列
館

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
ー
ロ
ー
マ
時
代
の
ア
ラ
ブ
の
遺
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水

　
　

誠

　
　

京
都
大
學
大
學
院
會

例
會

　

十
月
十
二
日
（
金
）

　

於
研
究
室

　

「
東
洋
史
研
究
」
二
一
倦
一
読
合
評
會

十
月
二
十
六
日
（
金
）

　

於
研
究
室
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